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釜
石
）

※
閉
会
後
に
、
理
事
・
評
議
員
合

同
会
議
並
び
に
各
専
門
部
の
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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Ⅰ
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※
紙
面
で
の
説
明

　

第
五
十
八
回
岩
手
県
小
学
校
長
会
の
総
会
が
四
月
十
七
日
（
金
）
に
都

南
文
化
会
館
（
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
各
地
区
を
代
表
し
て
理
事
、

評
議
員
等
の
地
区
選
出
役
員
の
参
加
に
よ
る
半
日
で
の
縮
小
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
総
会
で
選
出
さ
れ
た
太
田
勝
浩
会
長
（
盛
岡
市

立
中
野
小
学
校
）
は
、「
明
日
を
拓
く　

岩
手
の
絆
」
を
し
っ
か
り
と
心

に
刻
み
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
な
ど
の
様
々
な
教
育
課
題
に
、
こ

の
校
長
会
と
い
う
組
織
を
有
機
的
に
機
能
さ
せ
な
が
ら
情
報
を
共
有
し
、

共
に
連
携
を
深
め
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

総
会
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「明日を拓く岩手の絆」
令和２年度　第 58 回岩手県小学校長会総会
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ら
九
年
が
経
ち
ま
し
た
。
あ
の
震

災
で
失
わ
れ
た
も
の
は
計
り
知
れ

な
く
、
途
方
も
な
い
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
子
ど
も

た
ち
と
前
を
向
い
て
歩
ん
だ
九
年

間
を
振
り
返
る
と
、
改
め
て
、
命

の
尊
さ
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
な
ど
得
ら
れ
る
も
の
は
無

限
に
広
が
る
も
の
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
釜
石
大

会
で
釜
石
市
内
小
中
学
校
十
四
校

二
千
二
百
人
の
子
ど
も
た
ち
の

「
あ
り
が
と
う
の
手
紙
」
の
大
合

唱
は
、
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
感
動
し

涙
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
震
災
津
波

に
負
け
ず
、
し
っ
か
り
前
を
見
据

え
、
十
年
後
、
二
十
年
年
後
の
未

来
を
拓
い
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の

力
強
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
街
づ

く
り
や
生
業
の
創
生
、
長
期
的
な

心
の
ケ
ア
な
ど
課
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
が
必
ず
復
興
す
る
こ
と
を

信
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
う
し
た
諸
課
題
を
的

確
に
把
握
し
、
会
員
相
互
に
情
報

を
共
有
す
る
と
と
も
に
岩
手
の
将

来
を
担
う
「
ひ
と
づ
く
り
」
を
進

お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
確
立
し
、
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
に

立
っ
た
授
業
改
善
を
進
め
、
「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実

現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
学
校
は
、
い
じ
め
・
学
校
不

適
応
問
題
の
解
消
、
特
別
支
援
教

育
の
充
実
、
子
ど
も
と
向
き
合
う

時
間
の
確
保
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育

の
充
実
な
ど
の
複
雑
化
・
多
様
化

し
た
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

校
長
は
、
学
校
経
営
の
責
任
者

で
あ
り
、
変
化
す
る
時
代
の
潮
流

や
押
し
寄
せ
て
く
る
様
々
な
課
題

を
踏
ま
え
、
豊
か
な
創
造
性
や
し

な
や
か
な
知
性
を
発
揮
し
、
互
い

の
個
性
や
絆
を
大
切
に
す
る
社
会

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
人
間
の
育

成
に
向
け
、
一
層
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
や
地
域

に
と
っ
て
何
が
最
善
な
の
か
を
判

断
し
、
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
な

責
務
で
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
津
波
か

名
の
新
会
員
の
校
長
先
生
方
を
お

迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
新
会
員
の

皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な

経
験
と
実
践
を
生
か
し
な
が
ら
学

校
経
営
の
責
任
者
と
し
て
、
地
域

に
根
差
し
、
教
育
の
振
興
に
向
け

て
存
分
に
力
を
発
揮
さ
れ
ま
す
よ

う
、
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
は
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
の
知
識
基
盤
社
会
へ
の
新
た

な
進
展
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

行
、
世
界
に
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
進
む
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

先
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
全
面
実
施
と
な
っ
て
い
る

小
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
新

し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・

能
力
を
育
む
た
め
に
、
各
学
校
に

　

春
の
和
ら
か
い
風
が
心
地
よ
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
第
五
十
八
回
岩
手
県

小
学
校
長
会
定
期
総
会
を
開
催
で

き
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
界
で
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
に
、
ご
来
賓

の
皆
様
や
こ
の
三
月
を
も
っ
て
本

会
を
退
会
さ
れ
ま
し
た
六
十
名
の

校
長
先
生
方
を
お
招
き
す
る
こ
と

な
く
、
ま
た
、
全
会
員
三
百
四
名

の
う
ち
地
区
選
出
役
員
の
出
席
の

み
に
よ
り
開
催
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
こ
と
は
大
変
残
念
に
思
う

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　
　
　

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
岩
手

県
小
学
校
長
会
は
、
新
た
に
七
十 岩

手
県
小
学
校
長
会

会
長　

太　
田　
勝　
浩

め
て
い
く
た
め
に
「
い
わ
て
の
復

興
教
育
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
岩

手
県
小
学
校
長
会
は
、
震
災
以

来
、
会
員
の
総
意
と
し
て
大
切
に

し
て
き
た
「
明
日
を
拓
く　

岩
手

の
絆
」
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻

み
、
子
ど
も
た
ち
と
教
職
員
の
笑

顔
の
中
で
、
校
長
自
ら
の
使
命
を

自
覚
し
教
育
的
識
見
を
高
め
合
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
等
を
含
め
た
様
々
な
教
育
課
題

に
、
こ
の
校
長
会
と
い
う
組
織
を

有
機
的
に
機
能
さ
せ
な
が
ら
情
報

を
共
有
し
、
共
に
連
携
を
深
め
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
改

め
て
確
か
め
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

結
び
に
、
本
日
の
総
会
の
開
催

に
当
た
り
、
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
岩
手
県
教
育
委
員

会
、
ま
た
、
総
会
の
運
営
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
盛
岡
市
校
長

会
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と

教
職
員
の
笑
顔
の
中
で
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１　令和２年度公立小中学校教職員定期人事異動について
　・ 女性管理職の割合については、小学校の校長（20.3％）、副校長（33.9％）ともに、昨年度よりも高く
なった。女性教員が積極的に管理職を目指す環境づくりや人材育成に努めていただいている結果であると
受け止めている。

　・ 新規採用者については、今年度、248名（小、中、養護、栄養各教諭）を採用した。来年度も小中学校合
わせて230名程度の予定。また、今年度の採用試験実施については、受験年齢制限をこれまでの49歳から
59歳までとした。

２　少人数教育の推進について
　・ 小中学校のすべての学年で35人以下学級が実現して２年目となった。人的ゆとりの中で基礎学力の向上を

図ることができる教育環境を十分に生かして子どもたちの学びの充実に一層努めていただくようお願いし
たい。

　・ すこやかサポートは、今年度から会計年度任用職員の制度整備により、一部これまでと同様の活用ができ
ない。特に、複式解消のためのすこやかサポートの活用について留意願いたい。

３　再任用について
　・ 今年度の教諭の再任用は、29時間勤務が156名、フルタイム勤務が180名。これまで培ってきた経験を十分
に発揮できるよう配慮をお願いしたい。

　・今後の再任用者数は、令和４年度には400名、令和５年度には500名を超える見込み。
４　人材育成について
　・ 昨年度、新採用者の退職者はいなかった。但し、仕事や人間関係等が要因となって精神疾患になる新採用
者は残念ながら減少傾向にはない。

　・ 故野村克也氏の「人を育てることは、自信を育てること」という言葉がある。新採用者の悩みに共感し、
「小さなできた」を逃さず認めほめて、喜びを共にしながら自信を積み重ねていけるよう配慮をお願いし
たい。

５　不祥事の未然防止について
　・ 昨年度の小中学校の懲戒処分件数は11件であった。その中でも、「飲酒運転」、「体罰」、「不適切な事
務処理」が最重点課題。

　・ 飲酒運転については、昨年８月～９月にかけて立て続けに発生する異常事態であった。教職員一人一人の
健康状態や飲酒習慣を把握し、その状況に応じた指導支援が必要。

　・ 体罰事案については、体罰はいけないと分かりつつ感情的になってしまうケースが多い。県で行っている
アンガーマネジメント研修の内容の共有と確実な伝講を改めてお願いしたい。

　・ 不適切な事務処理については、事務という専門的な業務であっても担当者任せにせず、管理職として一人
職である事務職員の指導支援をお願いしたい。

６　働き方改革の取組について　
　・ 県で作成した保護者、地域住民向けのリーフレットを活用し、より質の高い教育を提供するという働き方
改革の趣旨の理解増進を図り、学校業務の精選や、保護者、地域との適切な役割分担につなげて欲しい。

　・ 事務職員の超過勤務については、命令権者である校長が予算に基づき、また業務の緊急度等を勘案しなが
ら必要最小限の時間に留めるようお願いしたい。　　

　※ 学校教育課首席指導主事兼義務教育課長　小野寺　哲男　様より「本県の義務教育行政の現状と課題」と
題した資料を提供いただきました。

行 政 説 明 の 概 要
岩手県教育委員会教職員課首席経営指導主事兼小中学校人事課長

金　野　　治　様　
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今
回
の
総
会
で
は
、
大
船
渡
市
立
大
船
渡
小
学
校　

三
浦　

和
人　

校
長
先
生
か
ら
「
気
仙
地
区
の
状
況
の
報

告
」
と
題
し
て
貴
重
な
資
料
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

気
仙
地
区
の
各
小
学
校
の
被
災
当
時
の
状
況
と
現
在
の
様
子
や
全
校
児
童
数
、
仮
設
住
宅
か
ら
の
通
学
児
童
数

の
推
移
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
被
災
地
の
学
校
の
状
況
が
一
目
で
分
か
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
各
校
で
の
復
興
教
育
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
左
資
料
は
、
配
布
さ
れ
た
資
料
の
一
ペ
ー
ジ
目
）

　

岩
手
県
小
学
校
長
会
は
、
本
会

結
成
以
来
、
会
員
の
英
知
と
情
熱

を
結
集
し
て
、
課
題
解
決
に
主
体

的
に
取
り
組
み
、
着
実
に
そ
の
成

果
を
あ
げ
て
き
た
。

　

私
た
ち
は
、
東
日
本
大
震
災
発

災
後
か
ら
の
会
員
の
総
意
「
明
日

を
拓
く　

岩
手
の
絆
」
を
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
校
長
と
し
て

の
使
命
と
職
責
の
重
大
さ
を
深
く

自
覚
し
、「
自
ら
未
来
を
拓
き

と
も
に
生
き
る
豊
か
な
社
会
を
創

る　

日
本
人
の
育
成
」
を
目
指
す

と
と
も
に
、「
い
わ
て
の
復
興
教

育
」
の
視
点
を
踏
ま
え
た
学
校
づ

く
り
を
推
進
し
、
県
民
の
信
託
に

応
え
る
責
務
が
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
岩
手
県
小
学
校
長
会

会
員
の
総
力
を
結
集
し
、
次
の
事

項
の
実
現
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ

と
を
、
第
五
十
八
回
総
会
の
総
意

を
も
っ
て
宣
言
す
る
。

　

一 　

確
か
な
経
営
理
念
の
も

と
、「
生
き
る
力
」
を
育
み
、

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

の
編
成
と
、
着
実
な
実
施
、

評
価
、
改
善
を
行
う
。

　

一 　

被
災
地
区
の
学
校
運
営
上

の
諸
課
題
を
的
確
に
把
握

し
、
情
報
共
有
す
る
と
と
も

⑷

大
会
宣
言

被
災
地
状
況
報
告

大
船
渡
市
立
大
船
渡
小
学
校

　

校
長　
　

三　
浦　
和　
人

に
、
震
災
の
教
訓
を
未
来
に

語
り
継
ぐ
活
動
や
、
未
来
を

担
う
「
ひ
と
づ
く
り
」
を
進

め
る
た
め
「
い
わ
て
の
復
興

教
育
」
を
継
続
し
て
推
進
す

る
。

　

一 　

校
長
自
ら
研
鑽
に
励
む
と

と
も
に
、
業
務
の
改
善
に
よ

る
教
育
の
質
の
向
上
を
図

り
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し

共
に
支
え
合
い
な
が
ら
未
来

を
拓
く
子
ど
も
を
育
て
る
岩

手
の
学
校
教
育
」
を
推
進
す

る
。

　

一 　

自
他
の
命
を
大
切
に
し
な

が
ら
共
に
生
き
る
心
の
育
成

と
人
間
尊
重
の
精
神
に
基
づ

く
積
極
的
な
生
徒
指
導
の
充

実
を
図
る
。

　

一 　

調
査
研
究
及
び
要
望
活
動

を
組
織
的
に
推
進
し
、
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
含

め
た
教
育
諸
条
件
の
改
善
・

整
備
の
た
め
の
取
組
を
推
進

す
る
。

　

一 　

広
報
活
動
の
充
実
と
会
員

相
互
の
情
報
交
流
に
努
め
る

と
と
も
に
、
関
係
諸
機
関
、

団
体
と
の
連
携
強
化
を
図

る
。

　

令
和
二
年
四
月
十
七
日

　
　

岩
手
県
小
学
校
長
会

　
　

第
五
十
八
回　

総　

会
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一　
は
じ
め
に

　

昨
年
度
岩
手
地
区
校
長
会
で

は
、
第
五
十
回
地
区
校
長
会
研
究

大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各

学
校
や
地
域
の
実
態
に
即
し
た
学

校
経
営
の
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究

協
議
し
、
地
区
内
の
教
育
の
振
興

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
校
長
と

し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

岩
手
地
区
校
長
会
は
、
八
幡
平

市
校
長
会
、
滝
沢
市
校
長
会
、
雫

石
町
校
長
会
、
葛
巻
町
校
長
会
、

岩
手
町
校
長
会
の
五
つ
の
校
長
会

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校

が
二
十
九
校
、
中
学
校
が
十
五

校
、
小
中
併
設
校
が
二
校
で
合
わ

せ
て
四
十
六
校
で
す
。

　

当
地
区
校
長
会
で
は
、
小
学
校

と
中
学
校
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
県
小
・
中
学
校
長
会
の
研
究

の
趣
旨
並
び
に
研
究
の
視
点
に
基

づ
き
、
確
か
な
学
力
や
豊
か
な

心
、
健
や
か
な
体
の
調
和
を
重
視

す
る
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育

相
互
の
連
携
と
経
営
実
践
の
交
流
を
通
し
て

学
校
経
営
の
力
量
向
上
を
図
る
校
長
会

⑸

の
推
進
を
目
的
に
研
究
を
取
り
進

め
て
い
ま
す
。

二　
研
修
計
画
の
概
要

　

本
年
度
岩
手
地
区
校
長
会
で

は
、
次
の
よ
う
な
研
修
主
題
に
基

づ
き
研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

︻
共
通
主
題
︼

　
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
共
に
支

え
合
い
な
が
ら
未
来
を
拓
く
子
供

を
育
て
る
岩
手
の
学
校
教
育
」

︻
小
学
校
主
題
︼

　
「
新
た
な
知
を
拓
き
、
人
間
性

豊
か
な
社
会
を
築
く
日
本
人
の
育

成
を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推

進
」

　

研
修
の
推
進
は
、
各
市
町
校
長

会
が
中
心
と
な
り
行
い
、
七
月
に

は
各
市
町
校
長
会
の
研
修
担
当
が

研
修
計
画
を
持
ち
寄
り
、
交
流
を

図
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三　
研
究
部
会
構
成
の
概
要

　

今
年
度
の
研
究
部
構
成
（
小
学

校
）
と
研
究
内
容
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

︻
八
幡
平
市
校
長
会
小
学
校
部
会
︼

　

○ 

地
域
・
関
係
機
関
と
連
携
し

た
安
全
教
育
・
防
災
教
育
の

推
進
と
校
長
の
役
割

︻
滝
沢
市
校
長
会
小
学
校
部
会
︼

　

※ 「
危
機
対
応
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
新
た
に
研
究
を
進
め
る
。

︻
雫
石
町
校
長
会
小
学
校
部
会
︼

　

○ 

未
来
へ
の
夢
や
志
を
育
む

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
お

け
る
校
長
の
役
割

︻
葛
巻
町
校
長
会
小
学
校
部
会
︼

　

○ 

教
職
員
の
資
質
・
能
力
を
高

め
る
た
め
の
校
長
の
役
割

︻
岩
手
町
校
長
会
小
学
校
部
会
︼

　

○ 

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
未
来

を
生
き
抜
く
力
を
育
む
学
校

教
育
の
推
進
と
学
校
経
営

四　
地
区
研
究
大
会
発
表
概
要

　

昨
年
度
の
地
区
研
究
大
会
で

は
、
小
学
校
二
つ
の
部
会
が
、
研

究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

︻
研
究
・
研
修
︼

◆ 
研
究
主
題　

学
校
の
教
育
力
を

向
上
さ
せ
る
研
究
・
研
修
の
推

進
◆
研
究
の
ね
ら
い

　

○ 

各
学
校
の
課
題
を
解
決
す
る

取
組
を
通
し
て
、
研
究
・
研

修
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の

視
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

○ 

教
職
員
の
資
質
・
能
力
を
向

上
さ
せ
、
学
校
の
教
育
力
を

高
め
る
た
め
の
校
長
の
役
割

を
明
ら
か
に
す
る
。

◆
研
究
内
容

　

○ 

学
級
経
営
の
取
組
を
通
し
た

学
級
担
任
の
資
質
・
能
力
の

向
上

　

・ 

学
級
経
営
に
つ
い
て
の
研
修

の
実
施
、
「
ま
な
び
フ
ェ
ス

ト
」
と
連
動
さ
せ
た
学
級
経

営
案
の
活
用

　

○ 

学
校
公
開
へ
の
取
組
を
通
し

た
授
業
者
の
資
質
・
能
力
の

向
上

　

・ 

教
職
員
一
人
一
人
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
の

働
き
か
け
の
工
夫
、
校
長
通

信
の
発
行

　

○ 

確
認
面
談
を
生
か
し
た
教
職

員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

　

・ 

面
談
を
生
か
し
た
目
指
す
具

体
的
な
児
童
の
姿
の
設
定
、

実
現
の
た
め
の
方
策
の
策
定

　

○ 

小
中
連
携
強
化
に
向
け
た
主

任
層
の
資
質
・
能
力
の
向
上

　

・ 

小
中
交
流
会
企
画
運
営
に
係

る
各
主
任
へ
の
助
言

︻
学
校
安
全
︼

◆ 

研
究
主
題　

地
域
・
関
係
機
関

と
連
携
し
た
安
全
教
育
・
防
災

教
育
の
推
進
と
校
長
の
役
割

◆
研
究
の
ね
ら
い　

　

○ 

児
童
の
命
を
守
る
手
立
て
を

組
み
、
よ
り
確
実
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
地
域
や
関
係

機
関
と
の
連
携
の
在
り
方
と

校
長
の
役
割
を
実
践
的
に
明

ら
か
に
す
る
。

◆
研
究
内
容

　

○ 

各
校
の
実
情
に
よ
る
視
点
に

沿
っ
た
連
携
と
実
践

　

・ 

各
校
の
連
携
に
つ
い
て
の
実

態
把
握
と
考
察
、
視
点
の
設

定

　

・ 

視
点　

保
幼
小
中
の
連
携
、

学
校
運
営
協
議
会
に
よ
る
連

携
、
専
門
的
な
人
材
や
専
門

機
関
を
組
織
に
取
り
込
ん
だ

連
携
、
日
常
的
・
継
続
的
に

関
わ
り
の
あ
る
組
織
（
見
守

り
隊
等
）
と
の
連
携
、
有
事

の
際
に
機
能
す
る
組
織
づ
く

り

　

○ 

小
中
連
携
に
よ
る
実
践
の
交
流

　

・  

中
学
校
区
単
位
に
よ
る
安
全

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に

つ
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

か
ら
各
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
で
の
承
認
ま
で
の
校
長
の

役
割

五　
お
わ
り
に

　

今
年
度
開
催
予
定
の
第
五
十
七

回
岩
手
県
小
・
中
学
校
長
研
究
大

会
花
巻
大
会
で
は
、
岩
手
地
区
よ

り
「
実
践
的
な
指
導
力
を
高
め
る

校
内
研
修
体
制
の
推
進
」
並
び
に

「
学
校
安
全
に
係
る
地
域
等
と
の

連
携
・
協
力
を
図
っ
た
意
図
的
・

計
画
的
な
取
組
の
推
進
」
に
つ
い

て
発
表
を
行
い
ま
す
。
ご
意
見
ご

助
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
八
幡
平
市
立
柏
台
小
学
校

　
　
　
　

校
長　

田
村　
　

勝
）

岩
手
地
区
校
長
会

地
区
校
長
会
研
究
交
流

地
区
校
長
会
研
究
交
流



第 308 号 岩 手 県 小 学 校 長 会 報 令和２年６月１日 ⑹

校
」
と
し
て
新
た
な
学
び
の
場
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
志

和
公
民
館
と
の
協
働
で
行
っ
て
き

た
「
ふ
る
さ
と
交
流
学
習
会
」
の

実
施
は
未
定
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
、
吉
里
吉
里
と
の
交
流
は
形
を

変
え
て
続
く
こ
と
と
な
る
で
し
ょ

う
。

　

紫
波
町
で
は
、
震
災
後
、
町
内

小
中
学
校
で
募
金
活
動
を
毎
年
行

い
、
そ
の
募
金
の
一
部
を
使
い
、

大
槌
町
と
紫
波
町
の
す
べ
て
の
小

中
学
校
の
給
食
に
紫
波
町
産
の

「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」
を
提
供
す
る

「
か
け
は
し
給
食
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
も
、
両
町
の
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
十
二
月
四
日
に
、
大
槌
町

の
郷
土
料
理
と
紫
波
町
の
ラ
・
フ

ラ
ン
ス
を
両
町
の
小
中
学
生
が
食

べ
、
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

活
動
は
様
々
で
す
が
、
想
い
は

一
つ
で
す
。
被
災
さ
れ
た
す
べ
て

の
皆
様
の
幸
せ
と
復
興
を
願
い
、

そ
の
「
か
け
は
し
」
と
な
れ
ば
、

と
。

（
紫
波
町
立
片
寄
小
学
校

　
　
　

浅
倉　
　

圭
）

紫
波
地
区
校
長
会

　

片
寄
小
学
校
が
所
在
す
る
志
和

公
民
館
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

発
災
後
、
い
ち
早
く
避
難
所
の
開

設
を
決
め
、
大
槌
町
・
吉
里
吉
里

の
皆
さ
ん
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

避
難
し
て
こ
ら
れ
た
方
に
は
悲
し

み
や
不
安
が
あ
り
、
と
て
も
つ
ら

い
日
々
を
送
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
受
け
入
れ
る
側
の

志
和
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
初
め
て

の
こ
と
ば
か
り
で
大
変
ご
苦
労
さ

れ
た
と
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
公
民
館
職
員
と
地
域
住

民
が
協
力
し
て
、
交
代
で
食
事
の

提
供
や
、
余
震
が
続
い
て
不
安
な

気
持
ち
に
な
る
方
々
へ
の
精
い
っ

ぱ
い
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
実
は

長
い
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
、
平
成
三
十
年
度
に
片
寄

小
学
校
に
赴
任
し
、
志
和
公
民
館

事
業
と
し
て
、
志
和
地
区
の
上
平

沢
小
学
校
と
片
寄
小
学
校
が
、
吉

里
吉
里
小
学
校
と
の
交
流
活
動

「
ふ
る
さ
と
交
流
学
習
会
」
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。

　

ふ
る
さ
と
交
流
学
習
会
は
、
昭

和
六
十
年
、
志
和
公
民
館
の
新
た

な
事
業
と
し
て
計
画
が
進
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

第
一
回
は
、
赤
石
小
学
校
・
上

平
沢
小
学
校
・
片
寄
小
学
校
と
吉

里
吉
里
小
学
校
の
六
年
生
が
、
前

後
期
の
二
回
、
一
泊
二
日
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、
内
陸
と
沿

岸
地
区
の
生
活
や
文
化
の
違
い
を

学
び
ま
し
た
。
（
ふ
る
さ
と
交
流

学
習
会
「
十
年
の
あ
ゆ
み
」
よ

り
）

　

そ
の
後
、
五
年
生
の
学
年
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
現

在
は
、
七
月
と
九
月
の
二
回
、
日

帰
り
で
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
度
は
、
三
十
五
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
小
学

生
の
頃
の
つ
な
が
り
か
ら
、
今
も

吉
里
吉
里
の
方
と
交
流
し
て
い
る

保
護
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

昭
和
に
始
ま
り
、
平
成
・
令
和

と
、
時
代
を
超
え
て
交
流
を
続
け

て
い
る
、
歴
史
と
意
味
の
あ
る
大

切
な
交
流
活
動
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
す
ぐ
に
避

難
所
を
開
設
し
、
吉
里
吉
里
の
皆

さ
ん
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
こ
の
交
流
活
動
を
通
し

て
両
地
区
の
絆
を
深
め
て
き
た
か

ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た
の
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
七
月
二
十
七
日

に
、
志
和
の
子
ど
も
た
ち
が
吉
里

吉
里
に
行
っ
て
前
期
の
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
は
じ
め
の
会
で
は
、

吉
里
吉
里
学
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ

ん
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
時
の

様
子
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

今
な
お
吉
里
吉
里
海
岸
に
は
震

災
の
跡
が
残
っ
て
い
る
中
、
道
路

や
住
宅
の
再
建
な
ど
復
興
が
進
む

様
子
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
志
和
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、
貴
重
な
学
び
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

思
う
存
分
に
海
水
浴
を
楽
し
み
、

班
ご
と
に
ス
イ
カ
割
を
し
て
交
流

し
、
保
護
者
の
方
か
ら
の
心
温
ま

る
お
も
て
な
し
を
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

後
期
の
交
流
学
習
会
で
は
、
吉

里
吉
里
の
皆
さ
ん
を
志
和
に
迎

え
、
そ
ば
打
ち
体
験
や
自
転
車
競

技
場
で
の
自
転
車
走
行
体
験
な
ど

で
交
流
し
ま
し
た
。
同
じ
く
、
は

じ
め
の
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
時
、
避
難
所
開
設
に
ご
尽
力
さ

れ
た
当
時
の
公
民
館
職
員
（
現
紫

波
町
議
会
議
員
）
さ
ん
か
ら
避
難

所
で
の
様
子
に
つ
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
聞
く
当

時
の
お
話
を
真
剣
に
聞
き
、
ま

た
、
吉
里
吉
里
か
ら
い
ら
し
た
保

護
者
の
方
々
も
、
当
時
の
様
子
を

聞
い
た
り
写
真
を
見
た
り
し
、
感

慨
深
い
様
子
で
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
交
流
学
習
会
は
、
志

和
と
吉
里
吉
里
の
子
ど
も
た
ち
に

新
し
い
人
間
関
係
を
育
み
、
沿
岸

と
内
陸
の
く
ら
し
を
、
体
験
を
通

し
て
学
ぶ
機
会
と
な
る
と
と
も

に
、
両
地
区
の
絆
を
よ
り
深
め
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
で
片
寄
小
学
校
は

閉
校
と
な
り
ま
す
。
令
和
三
年
度

に
紫
波
町
西
部
地
区
三
校
が
統
合

し
て
「
紫
波
町
立
西
の
杜
小
学

東日本大震災からの復興東日本大震災からの復興
今日から明日へ　一歩ずつ

2011.3.112011.3.11

紫波地区

復
興
の
槌
音
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岩 手 県 小 学 校 長 会 役 員
令 和 ２ 年 度

会　　長（１名）

　盛岡地区　盛岡市立中野小学校長　太
おお

田
た

　勝
かつ

浩
ひろ

副 会 長（４名）

　盛岡地区　盛岡市立飯岡小学校長　石
いし

橋
ばし

多
た

賀
か

子
こ

　遠野地区　遠野市立遠野小学校長　細
ほそ

川
かわ

　昭
あき

子
こ

　釡石地区　釡石市立双葉小学校長　千
ち

葉
ば

　伸
しん

一
いち

　宮古地区　岩泉町立岩泉小学校長　佐
さ

々
さ

木
き

眞
しん

也
や

会計監事（３名）

　花巻地区　花巻市立内川目小学校長　馬
ま

淵
ぶち

　千
ち

加
か

　一関地区　一関市立厳美小学校長　小
お

野
の

寺
でら

香
か

世
よ

　久慈地区　久慈市立夏井小学校長　大
おお

内
うち

　　明
あきら

常任理事（５名）

　総務部・事務局長　盛岡市立向中野小学校長　中
なか

村
むら

　雅
まさ

彦
ひこ

　行財政部　盛岡市立仁王小学校長　小
お

山
やま

田
だ

秀
ひで

次
つぐ

　研 修 部　盛岡市立仙北小学校長　遠
えん

藤
どう

　耕
こう

生
せい

　広報・編集部　盛岡市立生出小学校長　佐
さ

藤
とう

　　淳
あつし

　生徒指導部　盛岡市立山王小学校長　後
ご

藤
とう

　敏
とし

信
のぶ

事 務 局（２名）

　事務局長　中
なか

村
むら

　雅
まさ

彦
ひこ

　常勤書記　石
いし

亀
がめ

　智
さと

美
み

理　事 評議員
地 区 名 学 校 名 理 事 氏 名 学 校 名 評 議 員 氏 名 学 校 名 評 議 員 氏 名

盛 　 岡 上　　 田 近　藤　尚　樹 桜　　 城 佐　藤　智　一 松 　 園 鈴　木　　　亨

好　　 摩 髙　橋　和　江

岩 　 手 沼 宮 内 畠　山　　　剛 御　　 所 松　本　洋　介 滝 沢 東 佐　藤　　　均

紫 　 波 彦　　 部 森　保　　　茂 長　　 岡 舘　脇　敏　朗

花 　 巻 笹間第一 髙　橋　昌　克 湯　　 口 佛　川　恒　明

遠 　 野 遠　　 野 細　川　昭　子 遠 野 北 後　藤　良　子

和 　 賀 南 千　葉　　　浩 黒沢尻北 船　田　　　浩

胆 　 江 常　　 盤 長　野　圭　二 胆沢第一 高　橋　浩　喜 岩 谷 堂 佐久間　　　充

一 　 関 萩　　 荘 門　間　健　一 山　　 目 小　山　祐　二 千　　 廐 須　藤　壽　弘

気 　 仙 大 船 渡 三　浦　和　人 盛 大和田　典　明 吉　　 浜 寺　澤　貴　裕

釡 石 双 葉 千　葉　伸　一 白 山 熊　谷　直　樹

宮 　 古 岩　　 泉 佐々木　眞　也 宮　　 古 佐　藤　和　男 小　　 川 小野寺　俊　哉

久 　 慈 久　　 慈 坂　川　孝　志 宿　　 戸 小　野　紀　子 野　　 田 吉　田　久美子

二 　 戸 福　　 岡 吉　度　康　男 仁 左 平 荒　川　優　子 小 軽 米 小田島　誠　一
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総務部担当理事（６名）
　石橋多賀子（盛　岡・飯　岡）
　近藤　尚樹（盛　岡・上　田）
　細川　昭子（遠　野・遠　野）
　千葉　伸一（釡　石・双　葉）
　佐々木眞也（宮　古・岩　泉）
◎中村　雅彦（盛　岡・向中野）
行財政部担当理事（３名）
　長野　圭二（胆　江・常　盤）
　坂川　孝志（久　慈・久　慈）
◎小山田秀次（盛　岡・仁　王）
研修部担当理事（３名）
　千葉　　浩（和　賀・　南　）
　三浦　和人（気　仙・大船渡）
◎遠藤　耕生（盛　岡・仙　北）
広報・編集部担当理事（４名）
　畠山　　剛（岩　手・沼宮内）
　森保　　茂（紫　波・彦　部）
　吉度　康男（二　戸・福　岡）
◎佐藤　　淳（盛　岡・生　出）
生徒指導部担当理事（３名）
　髙橋　昌克（花　巻・笹間第一）
　門間　健一（一　関・萩　荘）
◎後藤　敏信（盛　岡・山　王）
行財政対策委員（５名）
　吉田　信一（盛　岡・杜　陵）

　北田　光志（盛　岡・土　淵）
　石川　耕司（盛　岡・太　田）
　松本　正明（盛　岡・月が丘）
　中村　悟史（盛　岡・永　井）
調査研究委員（６名）
　加藤　　良（盛　岡・本　宮）
　鎌田　達也（盛　岡・河　北）
　阿部　真一（盛　岡・緑が丘）
　山本　　勉（盛　岡・大　新）
　鈴木　　亨（盛　岡・松　園）
　伊藤　博之（盛　岡・見前南）
広報・編集委員（５名）
　佐々木　勉（盛　岡・厨　川）
　小山田吉光（盛　岡・　繋　）
　及川　一也（盛　岡・羽　場）
　今野　洋明（盛　岡・手代森）
　髙橋　和江（盛　岡・好　摩）
生徒指導委員（５名）
　中館　秀行（盛　岡・大慈寺）
　佐々木　満（盛　岡・青　山）
　藤村　一夫（盛　岡・太田東）
　福島　正徳（盛　岡・北松園）
　佐藤あい子（盛　岡・巻　堀）
全連小理事（２名）
　太田　勝浩（盛　岡・中　野）
　中村　雅彦（盛　岡・向中野）

全連小教育環境整備等委員会（１名）
　後藤　敏信（盛　岡・山　王）
全連小教育課題委員会（１名）
　佐藤　　淳（盛　岡・生　出）
全連小各部担当者（３名）
　⑴　対策担当者
　　小山田秀次（盛　岡・仁　王）
　⑵　調査研究担当者
　　遠藤　耕生（盛　岡・仙　北）
　⑶　広報担当者
　　佐藤　　淳（盛　岡・生　出）
全連小総会代議員（３名）
　細川　昭子（遠　野・遠　野）
　千葉　　浩（和　賀・　南　）
　長野　圭二（胆　江・常　盤）
東北連小理事（２名）
　太田　勝浩（盛　岡・中　野）
　石橋多賀子（盛　岡・飯　岡）
東北連小監事（１名）
　遠藤　耕生（盛　岡・仙　北）
東北連小委員（２名）
　⑴　教育課程委員
　　遠藤　耕生（盛　岡・仙　北）
　⑵　対策委員
　　小山田秀次（盛　岡・仁　王）

　

今
年
度
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
規
模
を

縮
小
し
半
日
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
伴

う
社
会
生
活
へ
の
影
響
は
、
学
校
教
育

に
も
大
き
な
影
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
期
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
総

会
で
太
田
会
長
が
述
べ
た
よ
う
に
小
学

校
長
会
と
い
う
組
織
を
機
能
さ
せ
な
が

ら
、
情
報
共
有
し
、
共
に
連
携
を
深
め

な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
に
な
る
こ
と
を
再
確
認
し
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

折
し
も
、
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら

九
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の

間
、
本
会
は
「
明
日
を
拓
く　

岩
手
の

絆
」
を
会
員
の
総
意
に
歩
み
を
進
め
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
わ

る
困
難
に
も
、
岩
手
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
岩
手
の
教
育
の
た
め
に
会
員

全
員
で
立
ち
向
か
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
校
務
ご
多
忙
の
中
、
原
稿

を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。（

担
当　

佐
藤　

淳
）

（◎は部長）
専門部担当理事・専門委員等

編
　
集
　
後
　
記

行財政部合同会議理事会・評議員会合同会議 生徒指導部合同会議


